
 

第１１回 日野市住宅ストック活用推進協議会 

日時：令和 2年 2月 13日(木) 

13時 00分～15時 00分  

場所：市役所 5 階 505-2 会議室 

  

 

 

【  次 第  】 

 

 

１．開会 

２．配布資料確認 

３．議事 

１．空き家活用に伴う改修費等補助 １件               資料１ 

２．「（仮称）空き家の学校」制度の名称の決定 

３．令和２年度の取り組み（案）                   資料２ 

４．報告事項 

１．「（仮称）空き家の学校」制度創設準備業務の状況          資料３ 

２．令和元年度の取り組み状況                                       資料４ 

５． 閉会 

 

 

 

 

<<配布資料>> 

 資料１ 空き家活用に伴う改修費等補助 

資料２ 令和２年度の取り組み（案） 

資料３ （仮称）空き家の学校制度創設準備業務の状況 

資料４ 令和元年度の取り組み状況 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

資料１-２ 

空き家活用に伴う改修費等補助について  

 

＜空き家活用の概要＞ 

基
礎
的
事
項 

①  空き住宅等の所在地：多摩平６丁目 ②  空き住宅等の種類：空家等(一戸建住宅) 

③  用途地域：第１種低層住居専用地域 ④  地区計画等：なし 

活
用
の
概
要 

①補助対象事業の種類：全体改修、残存家財整理   

②地域貢献活用の目的：空き家を活用し、住宅弱者に住まいの選択肢を提供するとともに、

地域住民の積極的な交流や、地域貢献の場を創出する。  

③地域貢献活用の内容： 

●個室を住宅セーフティネット法及び、省令で定める住宅確保用配慮者向け賃貸住宅

として活用する。 

●居間等を、地域の団体・個人等がイベントを行うスペースとして開放する。 

④空き家改修の内容： 

●浴室、洗面所、便所及び屋根改修 

●玄関手すり、個室ドア鍵、間仕切り設置  

●個室クロス張替 

●玄関ドア、インターフォン、照明の交換  

●居間サンルーム、案内板設置等 

●家財整理 

補助対象事業費 ：6,267 千円（全体改修）+ 679 千円（残存家財整理） 

補助金交付申請額：3,000 千円←6,267 千円×2／3＞3,000 千円（全体改修） 

         200 千円←679,千円×2／3＞200 千円（残存家財整理） 

⑤活用事業者：ArcoIris&T LLC 代表：大槻 知子 

 現在、東京都内のＮＰＯで精神・身体障害者、ＬＧＢＴ等の相談援助業務に従事しな

がら、生活困窮者、性暴力被害者支援のボランティアを行う。  

  

備考：平成１２年１０月３日新築（築１９年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 
資料２ 

 

令和２年度の主な取り組み（案）  

 

＜継続して行う取り組み＞ 

想定の時期 取組み内容 
対策計画の

施策 

通 年 適切な管理がなされない空き家に対する働きかけ 施策 5 

通 年 空き家所有者に対する不動産流通の案内 施策３ 

適 宜 市民や所有者に対する情報発信・ＰＲ 施策 1 

 

＜新規の取り組み＞ 

想定の時期 取組み内容 
対策計画の

施策 

通 年 対策計画の改訂 全て 

7 月～ （仮称）空き家の学校 運営開始 施策１,４ 

春 頃 
学校制度に伴う多面的活用の制度更新 

（活用希望者登録、専門家派遣事業等） 
施策４ 

春 頃 学校制度に伴う情報収集及び発信の方法更新 施策１,２ 

 

 

 ※日野市空き住宅等対策計画の主な施策 

施策１：所有者や地域の意識啓発 

  施策２：空き住宅等の情報収集、蓄積、共有 

  施策３：関係団体との連携による空き住宅等の流通の促進 

  施策４：空き住宅等の多面的な活用の促進 

  施策５：空家等の適正管理の推進及び管理不全空家等への適切な対応  

 

 
 

 

 



 

R2年度　空き住宅等対策計画　改訂業務スケジュール　

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会
13日
11回

中旬
12回

中旬
13回

下旬
14回

下旬
15回

自治会依頼

更新情報確認

所有者住所更新

データ分析

アンケ作成 案提示 　　確定

発送収集

データ分析

計画改訂

事業評価

骨子構成 素案提示 骨子確定

本文作成
加除更新の

方針確認
素案確認 素案確定 計画決定

その他調査

国都計画確認

他市動向把握

パブコメ等 関係部署 　　　全庁

庁内照会

パブコメ

参考資料(資料2関連)

R1年度 R2年度

空き家把握

所有者アンケート

 

 

 

 



 

     



 

     



 

    



 

     



 

     



 

     



 

     



 

     



 
資料４ 

空き家対策に係るこれまでの取り組み状況等（令和元年度 1月末時点） 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 Ｒ１年度（1月末時点） 

戸建空き家数※ 781棟 817棟 860棟 820棟 816棟 

問合せ棟数 

（内、解決数） 

67棟 

（43棟。内11棟解体） 

75棟 

（54棟。内 7棟解体） 

77棟 

（58棟。内 6棟解体） 

74棟 

（46棟。内 4棟解体） 

53棟 

（３３棟。内１棟解体） 

不動産流通数 

（内、実施数） 
― 

3件 

（1件解体） 

1件 

(1件解体) 

7件 

(1件解体) 

６件 

（４件解体、１件改修予定） 

相続財産管理人

制度の活用 
― ― ― １件 2件（累計 3件） 

活用マッチング 

（内、成立数） 
― 

5件 

(2件) 

5件 

(5件、累計 7件) 

2件 

(1件、累計 8件) 

6件 

（4件、累計 12件） 

活用希望者数 

（内、成立者数） 
― 

16者 

（2者） 

12者(累計 28者) 

(3者、累計 5者) 

10者(累計 38者) 

（2、累計 6者） 

3者（累計 41者） 

（３、累計 9者） 

地域貢献活用 

改修費等補助数 
― ― 3 

3 

（累計 6） 

４ 

（累計 10） 

地域貢献活用 

専門家派遣事業 
― ― 3 

5 

（累計地域数 6） 

２ 

（累計地域数６） 

周知啓発 
12月 所有者ｱﾝｹｰﾄ 

実施 
10月 報告会開催 

7月 専門家制度説明会 

8月 空き家対策説明会 

（平山地域の老人会） 

4月  専門家制度説明会 

8月  空き家対策説明会 

(平山中ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ) 

10月 空き家対策説明会 

(西平山地域の自治会) 

６月 専門家制度報告会 

その他 
10月 準備会開始 

Ｈ28年月まで計 7回 

7月 計画策定 

10月不動産流通覚書締結 

10月活用希望者登録開始 

1月 条例施行 

5月 協議会開始 

7 月 地域貢献活用補助

金開始（改修費・専門家） 

2月 相続財産管理人制度に

よる選任決定 

８月～ (仮称)空き家の学校制

度創設業務 

11 月 不動産流通の仕組みを

更新 

※戸建空き家数は、平成 27 年に実施した現場調査の情報を基に、新たに確認した空き家や除却された空き家の情報を更新した情報 



 
議事２資料 

 

「（仮称）空き家の学校」制度の名称の決定  

 

＜主旨＞ 

 今年度、制度創設の準備業務を行っている「（仮称）空き家の学校」制度について、 

来年度から運用するにあたり、名称を決定する。 

 

＜名称の案＞ 

 「まちと空き家の学校」 

 

＜制度名の主旨＞ 

個々の空き家だけの取り組みではなく、住宅地(まち)と空き家の相互の取り組みで 

あること、学びを通じた人材育成する場でもあること、柔らかく柔軟な響きの印象 

等を考慮して、まちと空き家の学校としたい。 

 

＜名称の検討（参考資料）＞ 

●空き家の学校、まちと空き家の学校、空き家の市民大学、空き家と暮らす市民学校、 

空き家をまちの資源にする学校、地域の空き家スクール、空き家と住環境カレッジ 

●検討ワード：大学、教室、学舎、カレッジ、スクール、楽校、市民学校、 

まちの資源、空きスペース、空き住宅、 

地域、住宅地、住環境、生活、暮らし、まちづくり  


